
ご

挨

拶

安

積

の

平

成

年

度

、

そ

し

て

年

後

の

創

立

百

五

十

周

年

に

向

け

て

28

17

前

安

積

高

等

学

校

長

久

保

田

範

夫

昨

年

７

月

２

日

の

仙

台

安

積

桑

野

会

平

成

年

度

定

期

総

会

で

は

、

安

孫

子

健

一

会

長

（

期

）
、

須

田

昌

義

校

内

幹

事

（

期

）

28

80

101

と

も

ど

も

大

変

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

。

現

役

の

大

学

生

も

多

数

出

席

し

て

、

非

常

に

心

地

よ

い

充

実

し

た

時

間

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

こ

と

に

重

ね

て

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

安

積

の

平

成

年

度

は

、

修

学

旅

行

と

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

大

会

が

、

例

年

と

違

う

形

で

の

開

催

と

な

っ

た

の

で

紹

介

し

ま

す

。

28

修

学

旅

行

に

つ

い

て

は

、

久

し

振

り

の

海

外

旅

行

で

し

た

。

平

成

(
2
0
0
7
)

年

、

期

生

が

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

へ

、

平

成

(
2
0
1
0
)

19

122

22

年

に

は

期

生

が

韓

国

に

行

っ

て

い

る

の

で

、

３

回

目

の

海

外

で

、

初

め

て

の

台

湾

（

中

華

民

国

）

修

学

旅

行

と

な

り

ま

し

た

。

約

125

万

点

に

及

ぶ

古

代

中

国

の

美

術

品

及

び

人

工

品

を

所

蔵

す

る

故

宮

博

物

院

で

中

華

文

明

の

神

髄

に

触

れ

、

現

地

の

高

級

中

学

校

と

70交

流

す

る

な

ど

、

修

学

旅

行

の

名

に

相

応

し

い

成

果

を

上

げ

た

と

考

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

校

内

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

大

会

に

つ

い

て

は

、

例

年

会

場

に

し

て

い

た

東

山

霊

園

(

郡

山

市

東

部

の

田

村

町

小

川

)

が

国

・

県

・

市

の

除

染

事

業

の

た

め

使

用

で

き

ず

、

大

槻

町

の

西

部

サ

ッ

カ

ー

場

を

ス

タ

ー

ト

・

ゴ

ー

ル

と

す

る

、

広

大

な

田

圃

の

中

を

走

る

大

槻

・

多

田

野

周

辺

の

道

路

に

会

場

・

コ

ー

ス

を

変

更

し

て

何

と

か

開

催

に

こ

ぎ

つ

け

ま

し

た

。

こ

こ

で

、

校

内

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

大

会

の

年

を

超

え

る

歴

史

を

振

り

返

っ

て

み

た

い

と

思

い

ま

す

。

40

昭

和

(
1
9
7
4
)

年

、

期

生

の

私

が

３

年

生

の

時

(

鈴

木

勝

枝

校

長

先

生

で

し

た

)

、

創

立

周

年

の

記

念

事

業

の

一

環

と

し

て

、

49

88

90

翌

年

の

第

１

回

駅

伝

大

会

に

つ

な

が

る

プ

レ

大

会

が

学

校

周

辺

コ

ー

ス

で

開

催

さ

れ

た

の

が

、

そ

も

そ

も

の

始

ま

り

で

す

。

翌

昭

和

(
1
9
7
5
)

年

月

８

日

、

創

立

周

年

(

実

際

は

、

創

立

周

年

)

第

１

回

校

内

駅

伝

競

争

大

会

が

開

催

さ

れ

、

安

積

高

─

50

11

90

91

柴

宮

─

大

槻

─

片

平

─

多

田

野

─

三

穂

田

─

安

積

町

─

安

積

高

ゴ

ー

ル

の

区

間

㎞

（

）

の

コ

ー

ス

を

ク

ラ

ス

対

抗

で

健

脚

を

15

46

!!

競

い

、

期

１

年

１

組

が

２

時

間

分

秒

で

優

勝

を

飾

り

ま

し

た

。

91

54

49

そ

の

後

、

昭

和

年

の

第

６

回

大

会

で

悲

劇

が

起

き

ま

し

た

。

自

転

車

で

応

援

に

向

か

っ

て

い

た

生

徒

が

、

暴

走

車

に

追

突

さ

れ

55

て

亡

く

な

っ

た

の

で

す

。

翌

年

の

大

会

は

、

生

徒

へ

の

哀

悼

の

意

味

も

あ

り

中

止

に

。

翌

年

も

開

催

に

つ

い

て

か

な

り

議

論

し

た

よ

う

で

す

が

、
亡

く

な

っ

た

生

徒

の

御

遺

族

か

ら

も

、
大

会

を

継

続

し

て

ほ

し

い

と

い

う

考

え

が

学

校

に

伝

え

ら

れ

た

こ

と

な

ど

か

ら

、



最

終

的

に

は

大

会

を

継

続

す

る

こ

と

と

な

り

、

昭

和

(
1
9
8
4
)

年

の

創

立

周

年

第

回

大

会

ま

で

続

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

交

通

59

100

10

事

情

の

悪

化

は

如

何

と

も

し

が

た

く

、

翌

昭

和

(
1
9
8
5
)

年

に

は

、

駅

伝

大

会

を

「

発

展

的

継

承

」

(

創

立

年

誌

)

し

、

原

則

全

員

60

110

が

約

㎞
(

共

学

後

は

、

女

子

５

㎞

コ

ー

ス

を

追

加

)

を

走

る

「

校

内

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

大

会

」

に

姿

を

変

え

、

東

山

霊

園

を

会

場

と

し

10

て

平

成

(
2
0
1
5
)

年

の

回

大

会

迄

続

き

ま

し

た

。

そ

の

間

、

平

成

７

(
1
9
9
5
)

年

に

は

、

第

回

ふ

く

し

ま

国

体

の

た

め

中

止

と

な

27

40

50

っ

た

り

、

平

成
(
2
0
0
4
)

年

に

は

、

周

年

を

記

念

し

て

、

猪

苗

代

湖

畔

か

ら

安

積

歴

史

博

物

館

ま

で

安

積

疎

水

を

た

ど

る

㎞

の

16

120

32

強

歩

大

会

(

安

積

野

ウ

ォ

ー

ク

)
(

マ

ラ

ソ

ン

大

会

と

は

違

い

、

順

位

競

争

は

し

な

か

っ

た

)

と

す

る

な

ど

の

変

遷

は

あ

り

ま

し

た

が

、

東

山

で

年

続

い

た

安

積

の

伝

統

行

事

と

な

っ

た

の

で

す

。

30

東

山

霊

園

が

除

染

事

業

の

た

め

使

用

で

き

な

い

と

分

か

り

、

中

止

も

含

め

て

検

討

し

た

の

で

す

が

、

伝

統

行

事

で

あ

り

、

実

施

す

る

こ

と

は

す

ん

な

り

決

ま

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

霊

園

の

よ

う

に

、

あ

る

程

度

閉

じ

ら

れ

た

空

間

と

い

う

ロ

ー

ド

レ

ー

ス

に

適

し

た

場

所

を

探

す

の

は

大

変

で

し

た

が

、

体

育

科

の

教

員

が

中

心

と

な

り

、

何

と

か

代

わ

り

の

コ

ー

ス

を

設

定

す

る

こ

と

が

で

き

(

私

も

何

度

も

コ

ー

ス

を

下

見

し

ま

し

た
)

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

、

安

積

桑

野

会

、

桜

桑

会

の

協

力

を

得

て

、

無

事

終

了

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

改

め

て

感

謝

の

意

を

表

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

今

年

平

成

(
2
0
1
7
)

年

の

干

支

は

、

丁

酉
(

ひ

の

と

と

り)

。

私

事

で

恐

縮

で

す

が

、

丁

酉

は

私

自

身

の

干

支

、

と

言

う

こ

と

は

「

還

暦

」

29

で

あ

り

平

成

年

度

末

に

歳

定

年

退

職

と

な

り

ま

し

た

。

定

年

退

職

と

い

う

こ

と

に

免

じ

て

、

私

の

教

員

生

活

を

振

り

返

っ

て

の

28

60

思

い

の

一

端

を

少

し

だ

け

綴

る

こ

と

を

お

許

し

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

昭

和

年

４

月

１

日

、

福

島

県

立

只

見

高

等

学

校

教

諭

・

新

米

の

国

語

教

師

と

し

て

走

り

出

し

て

以

来

、

年

の

月

日

が

流

れ

よ

55

37

う

と

し

て

い

ま

す

。

学

校

は

延

べ

７

か

所

、

行

政

職

と

し

て

県

教

育

庁

の

４

か

所

で

勤

務

し

、

そ

れ

ぞ

れ

印

象

深

い

こ

と

は

数

え

切

れ

な

い

く

ら

い

あ

り

ま

し

た

が

、

こ

こ

で

は

敢

え

て

三

つ

を

挙

げ

て

み

ま

す

。

（

Ⅰ

）

本

県

初

の

「

少

子

化

に

よ

る

統

合

」

直

前

の

高

校

勤

務

と

校

歌

の

作

詞

平

成

年

４

月

よ

り

棚

倉

高

等

学

校

長

と

な

り

、

同

校

に

２

年

間

勤

務

、

東

白

川

農

商

高

等

学

校

と

の

統

合

（

平

成

年

４

月

、

19

21

修

明

高

校

誕

生

）

を

推

進

し

ま

し

た

。

両

校

の

同

窓

会

を

始

め

統

合

に

反

対

す

る

空

気

が

燻

る

中

、

統

合

の

メ

リ

ッ

ト

を

根

気

強

く

説

明

し

、

教

職

員

の

意

識

を

高

め

な

が

ら

地

域

住

民

等

の

理

解

も

得

て

、

統

合

に

こ

ぎ

着

け

ま

し

た

。

ま

た

、

修

明

高

校

の

校

歌

制

定

に

当

た

り

、

そ

れ

ま

で

、

本

県

の

共

学

化

等

の

際

に

は

、

小

椋

佳

や

谷

川

俊

太

郎

な

ど

著

名

な

詩

人

や

作

家

・

歌

手

等

に

よ

っ

て

校

歌

が

作

成

さ

れ

、
「

詞

も

曲

も

素

晴

ら

し

い

が

、

何

と

な

く

校

歌

ら

し

く

な

い

、

甲

子

園

で

声

高

ら

か

に

歌

え

な

い

な

」

と

い

う

思

い

が

私

に

は

あ

っ

た

の

で

、
「

あ

ゝ

修

明

我

ら

が

母

校

」

の

歌

詞

を

入

れ

、
「

棚

倉

」

と

「

東

白

川

」

を

新

た

な

校

名

・

校

歌

に

使

え

な

い

と

い

う

制

約

の

中

、

新

生

「

修

明

」

高

校

の

校

歌

を

長

く

歌

い

継

い

で

ほ

し

い

と

の

思

い

を

込

め

て

新

校

歌

の

作

詞

を



担

当

す

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

は

、

国

語

教

師

と

し

て

こ

れ

以

上

の

喜

び

は

あ

り

ま

せ

ん

。

（

Ⅱ

）

２

度

に

亙

る

母

校

勤

務

（

教

諭

と

し

て

年

間

、

校

長

と

し

て

４

年

間

の

計

年

間

）

11

15

母

校

安

積

に

は

、

創

立

周

年

を

３

年

生

の

生

徒

と

し

て

、

周

年

を

教

諭

と

し

て

、

そ

し

て

周

年

を

校

長

と

し

て

関

わ

り

、

90

110

130

不

思

議

な

こ

と

に

ち

ょ

う

ど

年

刻

み

で

大

き

な

周

年

行

事

を

経

験

す

る

こ

と

に

な

り

、

こ

の

サ

イ

ク

ル

だ

と

、

私

が

生

き

て

い

れ

20

ば

で

す

が

、

歳

の

年

に

周

年

を

迎

え

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

何

ら

か

の

形

で

関

わ

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

と

思

っ

て

い

ま

す

が

、

77

150

果

た

し

て

そ

の

願

い

は

叶

う

の

か

…

…

。

（

Ⅲ

）

教

育

行

政

に

年

間

従

事

す

る

と

と

も

に

、

４

年

間

の

福

島

県

高

等

学

校

長

協

会

会

長

11

平

成

年

４

月

よ

り

県

教

育

庁

総

務

課

管

理

主

事

(

企

画

担

当

)

と

し

て

「

人

・

地

域

・

自

然

と

共

に

個

を

磨

く

新

世

紀

ふ

く

し

ま

10

の

教

育

」

を

基

本

目

標

と

す

る

「

第

５

次

福

島

県

長

期

総

合

教

育

計

画

～

新

世

紀

ふ

く

し

ま

の

学

び

・

2
0
1
0

～

」

の

策

定

に

当

た

り

ま

し

た

。

当

時

の

総

務

課

長

は

、

文

部

科

学

省

か

ら

出

向

し

て

い

た

茂

里

毅

さ

ん

(

平

成

年

度

文

部

科

学

省

教

職

員

課

長

)

で

、

も

り

つ

よ

し

28

彼

が

い

た

か

ら

こ

の

計

画

が

形

に

な

っ

た

と

考

え

て

い

ま

す

。

以

来

、

平

成

年

度

迄

、

人

事

担

当

の

管

理

主

事

・

主

幹

・

課

長

、

24

教

育

次

長

と

通

算

年

間

の

宮

仕

え

に

な

り

ま

し

た

。

11

平

成

年

４

月

、

母

校

安

積

高

校

の

第

代

校

長

の

職

に

就

き

、

同

時

に

、

県

高

等

学

校

長

協

会

会

長

に

就

任

し

、

東

日

本

大

震

25

43

災

か

ら

約

２

年

が

経

過

し

た

時

点

で

の

難

し

い

舵

取

り

を

任

さ

れ

、

４

年

間

務

め

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

２

年

前

に

安

積

の

周

130

年

記

念

式

典

を

挙

行

、

周

年

の

際

の

森

喜

朗

文

部

大

臣

（

当

時

）

に

続

い

て

、

下

村

博

文

文

部

科

学

大

臣

（

当

時

）

臨

席

の

下

、

100

盛

会

裏

に

終

了

し

た

こ

と

は

一

人

の

Ｏ

Ｂ

と

し

て

も

感

無

量

で

し

た

。

た

だ

、

協

会

長

と

し

て

の

出

張

が

極

め

て

多

く

、

ほ

と

ん

ど

の

会

議

が

福

島

市

で

開

催

さ

れ

る

た

め

、

代

理

出

席

で

対

応

し

た

こ

と

も

度

々

で

し

た

が

、

郡

山

か

ら

約

㎞

の

道

の

り

を

年

間

約

50

日

間

出

張

（

）

と

い

う

年

も

あ

り

、

体

育

祭

や

セ

ン

タ

ー

試

験

直

前

の

激

励

会

等

、

多

く

の

学

校

行

事

に

出

ら

れ

ず

、

生

徒

・

120

!!

職

員

に

申

し

訳

な

い

と

い

う

気

持

ち

で

一

杯

で

す

。

ま

た

、

高

校

の

周

年

行

事

で

祝

辞

を

述

べ

る

機

会

が

あ

り

、

４

年

間

で

校

を

数

え

ま

し

た

。

ど

の

学

校

で

あ

れ

、

何

周

年

で

あ

12

れ

、

私

が

必

ず

話

題

に

し

た

の

が

各

高

校

の

校

歌

と

校

訓

で

あ

り

、

次

の

よ

う

な

趣

旨

の

話

を

し

ま

し

た

。

～

私

は

、

雪

が

３

メ

ー

ト

ル

も

積

も

る

只

見

高

校

新

採

用

時

代

か

ら

現

在

ま

で

、

新

た

に

赴

任

し

た

学

校

で

は

真

っ

先

に

校

歌

を

覚

え

て

歌

え

る

よ

う

に

心

が

け

て

き

た

。

そ

れ

は

、

校

歌

の

歌

詞

に

そ

の

学

校

の

創

立

以

来

の

校

訓

や

精

神

（
ス

ピ

リ

ッ

ツ

）

が

込

め

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

多

い

か

ら

で

あ

り

、

ま

た

、

声

高

ら

か

に

歌

う

こ

と

に

よ

っ

て

そ

の

学

校

と

生

徒

を

好

き

に

な

れ

る

か

ら

～

早

い

も

の

で

、

東

日

本

大

震

災

、

原

発

事

故

か

ら

６

度

目

の

正

月

を

迎

え

ま

し

た

。

本

県

の

復

旧

も

少

し

ず

つ

進

ん

で

い

る

よ

う

に

見

え

ま

す

が

、

2
0
1
2

年

の

ピ

ー

ク

時

の

約

万

５

千

人

か

ら

半

減

し

た

と

は

言

え

、

今

な

お

約

８

万

人

の

県

民

が

避

難

生

活

を

継

16



続

し

て

お

り

、

小

・

中

・

高

等

学

校

・

特

別

支

援

学

校

の

多

く

の

児

童

生

徒

が

、

未

だ

に

県

内

外

で

避

難

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

る

現

実

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

廃

炉

・

汚

染

水

対

策

等

々

、

原

子

炉

に

係

る

課

題

は

山

積

し

、

本

当

に

安

全

だ

と

断

言

で

き

る

ま

で

、

こ

の

先

何

十

年

か

か

る

の

だ

ろ

う

と

暗

澹

た

る

思

い

を

抱

い

て

い

る

の

は

福

島

県

民

だ

け

な

の

で

は

な

い

か

、

と

考

え

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

農

産

物

等

の

風

評

被

害

と

大

震

災

そ

の

も

の

の

記

憶

の

風

化

と

い

う

二

重

の

逆

風

な

ど

、

様

々

な

課

題

が

山

積

し

て

い

ま

す

。

福

島

県

は

も

と

よ

り

、

岩

手

・

宮

城

を

含

め

た

所

謂

「

被

災

３

県

」

関

連

の

話

題

も

、

時

折

全

国

版

の

ニ

ュ

ー

ス

で

取

り

上

げ

ら

れ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

が

、

全

国

的

に

見

れ

ば

大

震

災

の

「

風

化

」

は

止

め

よ

う

が

な

い

よ

う

に

も

感

じ

ら

れ

ま

す

。

福

島

県

の

復

興

は

い

ま

だ

途

上

に

あ

る

こ

と

を

忘

れ

ず

、

国

の

教

育

改

革

の

激

流

に

流

さ

れ

ず

に

、

福

島

の

未

来

を

担

う

子

ど

も

た

ち

に

と

っ

て

、

よ

り

魅

力

あ

る

高

校

づ

く

り

に

取

り

組

む

校

長

さ

ん

た

ち

を

陰

な

が

ら

支

え

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

さ

て

、

安

積

は

平

成

年

度

に

創

立

周

年

を

迎

え

、

学

校

祭

で

あ

る

紫

旗

祭

が

周

年

以

来

の

開

催

と

な

り

ま

す

。

私

は

退

29

133

130

職

と

な

り

ま

す

が

、

七

州

の

覇

と

称

え

ら

れ

る

に

相

応

し

い

安

積

高

校

に

し

て

い

く

こ

と

、

更

に

大

き

く

な

っ

て

い

く

「

安

積

の

殿

堂

」

を

日

本

一

揺

る

ぎ

な

い

も

の

と

す

る

こ

と

、

こ

の

二

つ

を

念

頭

に

置

き

、

創

立

周

年

を

見

据

え

安

積

の

教

職

員

一

150

同

し

っ

か

り

努

め

て

ま

い

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

か

ら

も

仙

台

安

積

桑

野

会

の

皆

様

か

ら

の

温

か

い

御

支

援

・

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。


